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	応用
	抗原情報
	背景
	クロマチンに結合し、DNAを屈曲させる能力を持つDNA結合タンパク質。一本鎖DNAに優先的に結合します。RAG複合体の補因子として作用し、V(D)J組換えに関与します。保存された組換えシグナル配列（RSS）の23bpスペーサーにおける切断とRAGタンパク質結合を促進することで作用します。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	HMGB2 抗体と DAPI (青) を使用した、Jurkat における HMGB2 (緑) の免疫細胞化学分析。
	

	HMGB2 抗体を使用した C6、Raw264.7、PC-12 溶解物中の HMGB2 のウエスタン ブロット分析。
	

	HMGB2抗体を用いたCHO-K1、Ramosライセート中のHMGB2のウェスタンブロット解析
	

	HMGB2 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

